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Message from Ambassadors

ベラルーシ共和国は、ヨーロッパの中心に位置し、
ロシア連邦、欧州連合およびウクライナと国境を接し
ています。さまざまな歴史的な出来事に遭遇しながら
もベラルーシの人々は、自分たちの言語、文化、伝統、
そして豊かな自然 ―ベロヴェジの森、青い湖や湿原
―を守ってきました。

1991年に主権を獲得して以来、ベラルーシは、独立
した発展の道を歩み、多角的な外交政策、経済の近代
化を進めてきました。

工業生産の高いレベルを維持し、自動車製造、軽工
業、木材加工業、農業などの分野において飛躍的な進
歩を遂げるため、多くの企業において近代化が進めら
れ、ベラルーシ経済への投資に良好な環境を創出して
きました。

外国企業にとって非常に魅力的な投資関連の法律整
備に加え、ベラルーシの６州においては自由経済区が
導入・運営されており、数多くの外国企業がすでに活
動しています。投資インセンティブは、中小規模の居
住地区においてプロジェクトを実施する企業にも適用
されます。特に、Great Stone工業団地では、ユーラ
シア経済連合諸国の中でも最も優れた優遇措置パッ
ケージのひとつ ─基本税ゼロ、整備済みインフラおよ
び 生 産 現 場 ま で ─ を 提 供 し ま す（www.
industrialpark.by）。

ベラルーシのIT産業は、先端的科学技術企業に対
する政府支援やハイテクパーク優遇制度を通じた大幅
減税パッケージの提供などにより、成功・発展した産
業のひとつです。また、2018年に、ベラルーシは暗号
通貨およびブロックチェーンの事業環境を整備するた
めの法律を導入した最初の国のひとつとなりました。

（www.park.by）

世界最大規模の鉱山用ダンプトラック、タイヤ、グ
ラスファイバー、家電製品および電子機器はベラルー
シの主要製造産業でありますが、そこには日本の設備、
装置および機器並びに技術が使用されております。

現在、ベラルーシでは、日本企業に対して、自動車・
トラック用ステアリング部品、高出力発電機とカンチ
レバータイプ・スターター、自動車用ショックアブソー
バー、トラック・建設機械用の次世代キャビンの部品
組立プロジェクトへの参画を期待しています。これら
の プ ロジ ェクトは、Avtokomponenty社（www.
starter.by, zan@starter.by）、Belavtomaz社（www.
maz.by, office@maz.by, techdir@maz.by）および
MTZ社（www.be larus - t ractor .com, sa les@
belarus-tractor.com）が実施します。

このほか、化学および石油化学産業が発展していま
す。Belneftekhimグループは、Belshinaタイヤ工場

（www.belshina.by, novteh@belshina.by, invest@
belshina.by）におけるコンベアベルト生産プロジェク
トを計画しています。この分野の企業は発展途上であ
り、日本企業の参加を期待しています。

2019年５月28日、駐日ベラルーシ共和国大使館は、
Great stone工業団地開発会社、ロシアNIS貿易会、
海外投融資情報財団とともに、「ベラルーシ投資の魅
力とGreat stone工業団地の概要」セミナーを開催し
ました。工業団地の概要や、進出日本企業によるベラ
ルーシでのビジネスの可能性について紹介されまし
た。また、同工業団地は、中国企業が出資・運営して
いますが、日本企業の入居も可能で、日中両国企業の
協力・合弁進出についても期待が示されました。さら
に、駐日ベラルーシ共和国大使館と海外投融資情報財
団との間の協力覚書、そしてGreat stone工業団地お
よび工業団地開発会社と日本ベラルーシ友好対話協会
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との間の協力覚書の調印式も行われました。これは、
投資分野におけるさらなる協力発展の基盤を築くもの
であります。

ベラルーシにおける外国人投資家のサポートは、国
立投資・民営化エージェンシーが提供します（www.
investinbelarus.by）。ウェブサイトには、投資プロジェ
クトのデータベースがあり、産業や地域での検索も可
能です。輸出業者に関する情報は、国立マーケティン
グセンター（www.ncmps.by）がサポートするポータ
ル（www.export.by）で入手可能です。

私たちとともにベラルーシ共和国と日本の間のビジ
ネスを発展させ、友好関係を強化しましょう。
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図１　Great Stone工業団地
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出所：5／28開催セミナー　Great Stone工業団地プレゼンテーション

国立投資・民営化エージェンシー ウェブサイト
（www.investinbelarus.by）


